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2008 年  05 月  11 日  

熊野の旅 減ったのかな？ 蛇  

 最近は雨が多いです。 
 道も草むらもしっとりと湿っている日が多いです。 
 撮影に出かけていませんが、熊野古道の方も石畳や周囲の岩の苔が元気で美しいだ

ろうと思います。その分、油断するとつるりと滑ると言う事ですが・・・ 
 これからの季節は梅雨明けの土用までずっとこんな感じの景色になるのかもしれ

ません。 
 もちろん田圃の方には水が入り、水路と言う水路には水が引かれています。 

 
 このように、山や里の環境が大きく変わる季節になると、とたんに元気になる生き

物たちが居ます。 
 まあ、泣き声も出すので一番目立つのが『かえる』でしょうね。 
 あまり知らないのですが、田圃で目立つトノサマガエルを筆頭に、アマガエル、ヒ

キガエルなどいたるところでお目にかかるようになります。 
 清流が多いので『カジカ』なんてのもあちこちの川に居ます。 
 こうした蛙の類も、農薬の使用や田圃の改良などで昔よりは数を減らしているよう

です。 
 この『蛙』たちが元気になると、それを狙って『蛇』がうろちょろし始めます。 
 大きな青大将に始まり黒いのやらちょいと派手なのやらこちらも色々です。農道な

どを走っていると目の前を横切ってくれる時もあります。 

 
 熊野古道は峠道がほとんどで、谷を越えることもあまりありません。 
 だから、水場もあまりありませんから、蛙の少なく蛇も少ない所です。 
 杉桧の人工林の中を抜けるところも多く、他の虫たちも少ない物です。 
 したがって、それを目当てにうろつく『蛇』もあまり多くありません。 
 『蛇』はあまり気持ちのよいものではありませんが、たとえ 2ｍになるような大き

な青大将と言えども襲ってくることはありません。 
 突っついたりすると、とぐろを巻いて鎌首を持ち上げて怒りますが、人間が危害を

加えそうだと向こうが思った時だけです。 
 目の前に出てきても、離れた所で見ていれば蛇の方でさっさと姿を消してくれます。

草むらまで行ってしまえば、隠れていて飛び掛ってくるなんて事はありません。丸呑

みできない物は獲物ではありませんからね。 

 
 ただ一種類だけ厄介なのが居ます。 
 例の『まむし』です。 この辺では『ハンビ』と呼んでいました。 
 こいつも基本的には向こうが逃げます。しかし、他の蛇よりは気性が激しく、すぐ

にとぐろを巻いて飛び掛ろうとします。飛ぶ力も強いようです。 
 私が子供の頃には、マムシによる事故も結構耳にした物ですが、近年はあまり聞き

ません。 
 そもそも、田の畦を歩く人も、山に入る人も激減したし、市道、農道も整備され舗



装されていて蛇が隠れている草むらもなくなっていますから、事故が減って当たり前

なのでしょう。 
 道路脇の石垣なども、コンクリートで固められて蛇の入る隙間も無いところが多い

ですね。蛇にとっても住みにくいようになったでしょう。 

 
 マムシは水の無いところが苦手です、晴天続きの峠付近では見かけることはまずあ

りえません。 
 しかし、雨続きの時にはどこへでも出張してきます。 
 大きな物は居なくて、割りと小振りです。知らなければ、『小さな蛇』と舐めて掛

かるくらいです。 
 田舎道、山道で蛇に出会ったら、大きな蛇の方が『ヤマタノオロチ』で無い限り安

全なのです。 
 どけてくれないからといって、棒切れで突っついてどけさせようなどと考えないで

ください。とぐろを巻かないままでも飛び掛る能力を持ったのがマムシですからね。 
 マムシにかまれても死ぬことは少ないようですが、一時のように『血清』の注射を

万能薬のように使うことは無いようです。血清による後遺症を避けるため、血清無し

で体力任せでなおすことが増えたようです。 
 その分、時間も長くしんどいそうですから、くれぐれもお気をつけて・・・ 
 マムシもわざわざ向こうから襲ってくることはありません。 
 餌にするには人間は大きすぎますからね。 

 

Tags:熊野古道 石畳 クラシックカメラ    by je2luz | 2008-05-11 11:46 | 

 

 

 

 

 

 



2008 年  05 月  12 日  

熊野の旅 大又川の釣り  

 先日、中学の同級生が帰郷して顔を見せてくれました。 
 半世紀前にバスケット部で私が主将の時に副主将を務めてくれた男です。 
 お互いに随分年をとったものです。 
 私の手元には、中学時代のそいつの写真も何枚か残されています。 
 私達の通った学校は、山間部の大又川沿いにある『飛鳥中学校』でした。 
 当時は学校のそばの橋はつり橋で、国道は学校の山側の集落の中を通っていました。 
 私たちが卒業する時に出来た体育館だけは未だに残されています。 

 
 その時代も今も学校のそばを流れる大又川はあまり変わらない佇まいで流れてい

ます。 
 水は澄み切っています、 
 魚の姿も見えています。 
 しかし・・・そこで育って、そこを遊び場にしていた私たちから見ると随分変わっ

ているのです。 
 澄み切っているように見える流れも、昔より汚染されているのです。 
 昔は、川を汚すなどと言うことは誰もしませんでした。 
 鍬を洗ったり、洗濯したりはしますが、そこで野菜も洗ったのです。だから、生活

廃水を川に放流するなんて考えもしなかった物です。 
 今ではほとんどの家の生活廃水は色んな形にしろ、垂れ流しで、最終的には川に流

れてきます。 
 直接で無いので、固形物や濁りが来なくても、栄養分は流れ込んできます。 
 『富栄養化』と言う現象が起きて居る証拠に、昔は細々と生きながらえているとい

った感じだった、川原のごろ石の間に生える『葦の子』が今ではものすごく元気に伸

びて、ごろ石の部分を覆い尽くそうとしています。 
 農薬の使用量が減ってきているので、そちらの汚染は以前よりましらしく、背骨の

曲がった魚とかは少なくなったようです。 

 
 私がこの川で遊んだ頃に比べ、この流域の人口は半減している物と思います。 
 なのに、昔より川に与える負荷が多いなんて… 
 それでも、全国の河川に比べれば、大又川は『清流』です。『水中生物調査』では

うんときれいな川になります。夏には子供たちの遊泳場になります。 
 そして、昔より減って、昔より小さくなったとは言え、魚も一杯居ます。 

 
 大又川の魚ほど釣りよい魚は居ないのではないかと思います。 
 急流なので人の姿も見えにくい、砂地とかではないのでのんびり餌を探すことも出

来ない…色んな条件があるのでしょうが、餌を見つけると迷わず噛み付いてきます。 
 目の前に来たのを見逃すと大変ですからね。 
 急流だから、餌がどうであろうと、『口に入れてから考える』習慣があるようです。 
 餌はごろ石の間に巣を張っている『がろじ』（ざざむし）を使うのが一般的ですが、



付け損なって針が出ていようと、何匹も釣ってボロボロになっていようと、くっ付い

ていれば釣れるくらいの物です。 
 上げる時の『合わせ』なんて、難しい物も無いですね。 
 『ごつん』 『ぐぐぐー』と引っ張りますから、川下に向かって一気に上げればよ

いだけです。先ほど書いたように、魚の方も『ちょんちょん』と、突っついている暇

の無い流れですからね。 
 都会の人が持ってくる、上品なへなへなの継ぎ竿では、この醍醐味は味わえません。 
 その辺の竹を切って作った硬い竿でこそ味わえる感触なのです。 

 
 こう思うのですが… 
 実際にやらせてみると、よその人に比べると、こんなにコツの要らない釣りでも、

ここで遊んだ私たちよりは下手ですね。 
 でも、誰にでも釣れますから必ずはまります。 
 ただ、餌取りには川に入らなくてはならないですし、ごろ石に藻がくっ付いている

のでものすごくすべるので、水の中に良く尻餅をつきます。 
 こういうのも、、この辺では『はまる』『はばる』と言います。 
 釣りにはまるか、川にはまるか…両方にはまるかもしれないのが大又川に釣りです。 

 
Tags:大又川 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2008-05-12 11:47 

 

 

 

 

 

2008 年  05 月  13 日  

熊野の旅 七里御浜の釣り 1 そし  

 昨日は川の方、『大又川の釣り』について書きました。 
 今日は海の方、『七里御浜の釣り』について書きます。 



 
 七里御浜は 20Km に及ぶ砂利浜の海岸線です。 
 日本地図で見ても、弓なりになだらかな海岸線が分かる大きさで、目の前は太平

洋・熊野灘・日本海溝です。 
 すごく眺めがよいところでもあり、ものすごく単調な所でもあります。 
 この海岸沿いに熊野街道・伊勢道・浜街道が伸びています。歩いて 7 里余りあるの

でしょうか？平坦で川を渡る時以外何も無い歩きよい所ですが、半日の間退屈な道だ

ったことと思います。 

 
 この七里御浜は磯とは違う海釣りが出来ます。 
 『キス釣り』やハマチ・カツオ・サバを狙う『そし』と言う疑似餌の釣りが主な物

です。 
 『そし』と言うのは、思いっきり疑似餌を投げ飛ばす動作から付いた名前でしょう

ね。 この辺では、『ぶっとばす』とか『張り倒す』事を『そし飛ばす』と言います

からね。 

 
 今くらいのシーズンは、七里御浜のあちこちにポツポツと人影が見えるときがあり

ます。 もしくは、花の窟あたりからの堤防の上で、明らかに地元の人と言う風体の

おじさんが沖を眺めています。 
 これは、その『そし』をやる人です。 
 『そし』で狙う、カツオ・サバ・ハマチなどは回遊して廻る魚です。のんびり糸を

たれて待っていて釣れるものではありません。いわしなどの小魚の群れが逃げ回って

いる所に疑似餌を投げて、興奮して餌を追い掛け回しているやつをどさくさにまぎれ

て釣ろうかと言う物です。 
 それだけに、釣具を持ってのんびり家の下の浜に出て…なんてことにはならないの

です。 
 堤防の上で、空を舞うトンビの動きを見たり、海面が小魚の群れでざわざわとさざ

なみ状になるのを見落とさないように見張っているのです。 
 よそから来られた人でも、大きな群れが来て海の様子が変わったり、ハマチなどが

飛び跳ねたり、海面をすべるように走ったりすると分かると思います。 
 こう書くと、魚が豊富で簡単に釣れる様に思うでしょうが、この『そし』は体力勝

負です。 
 高校の野球部やラグビー部が体力養成で走る砂利浜を、魚影を追って走り回るので

す。人間が走るくらいの速度で逃げ回る小魚の後を追って群れが移動するからです。 
 群れの鼻先に疑似餌を落として一気に巻き上げて食いつくのを期待するのですか

ら… 
 熱心な御仁は、部活の生徒などよりずっと長い距離を走ることになります。 
 とても私などには出来ないし、する気にもならない釣りです。 
 つれた魚は熊野灘でもまれて身の締まった正真正銘の天然物でおいしい物です。 
 しかし、この人たちは『釣る』のが目的で『食べる』のは二の次なのです。 



 

 カメラは ウェルタ・ペルレ 
Tags:七里御浜 クラシックカメラ モノクロ    by je2luz | 2008-05-13 12:24 

 

 

 

 

2008 年  05 月  14 日  

熊野の旅 七里御浜の釣り 2 きす  

 昨日は七里御浜のつりのうちで『そし』について書きました。今日は砂利浜、砂浜

の定番、『キス釣り』について書きます。 
 ここ七里御浜もキスは釣れます。 
 昔は今に比べ魚影が濃かったようです。私が高校くらいまでの七里御浜のキスつり

は、竿を使いませんでした。 
 今でも、船つりの時には竿を使わないで、大きな凧糸巻きのようなものと手の感触

で釣る方法を使うときがありますが、ここでは浜から投げて釣るのにも竿を使いませ

んでした。 
 大き目の錘の付いた仕掛けを西部劇の投げ縄のように頭の上でぐるぐる回してか

ら投げるのです。 
 竿とリールを使って投げるのと違い 100ｍなんて飛びません。海で見ると目の前に

ポチャンと落ちます。よその砂浜でのキス釣りの常識から言えば、棒にも箸にも掛か

らないところに仕掛けが落ちるわけです。 
 そんな場所では、『外道』も掛からないと思うところなのですが、七里御浜ではそ

こでキスが掛かったのです。 
 餌は陸上にいる『みみず』でした。 
 こいつならいくらでも簡単に探せます。もちろん、ただで手に入りますね。 



 
 キス釣りのシーズンの夕方になると、バケツを片手に下駄履きで夕飯のおかずを釣

りに浜に向かう人がポツポツ見られたものです。 
 バケツの中には 20ｃｍほどもある凧糸巻きとミミズの入った缶からが入っていた

のです。 
 今のキス釣りのスタイルは、『リール付き投げ竿』+『クーラーバッグ』+『釣り人

チョッキ』…なんて重装備に朝は『ゴカイ』ですね。 
 杯一杯数百円なんて、超高価な餌を使って、釣れるかどうか分からないキスを釣る

…そんなものを当てに天麩羅粉と油を用意して家で待つ訳には行きませんね。おかず

が届かないことの方が多いでしょうからね。おまけに『買うより高いキス』ですから

ね。 

 

 伊勢湾台風から後、このあたり一帯の海の底が荒れたのもあって、キスの数も一気

に減ったようです。 
 それでも釣れていますが、皆さん餌にゴカイを使うようになっているので、陸のミ

ミズでは食いつかなくなっています。 
 昔の竿無しでは届く範囲が狭かったのですが、今の投げ竿は素人でも結構飛びます

から、キスが少し深みに落ちても届きます。 
 ずっと以前に書きましたが、よそのキス釣り場で『上手』といわれるような投げ方

をする人では七里御浜のキスは釣り難いです。 
 一緒に来た子供や奥さんのほうが『キス』を釣り、肝心の指導者は遠くに投げすぎ

て『外道』が多くなることもあります。 
 理由は、ここ七里御浜は落ち込みが激しく、目の前の波頭が砕ける所でも水深 2ｍ
以上です。それから先は一気に深くなるのでキスの居る場所もすぐそばだということ

です。 
 昨日の『そし』で釣るカツオやハマチでも石をぶっつけたら届きそうな場所で飛び

跳ねますからね。 

 



 木本海岸からずっと釣り場が続きますが、国道４２号線沿いに釣具屋さんも何軒か

あります。こちらに来てからでも道具や餌は買えます。 
 ただ…少しでも波のあるときはつれませんし、危険ですから波打ち際に近づかない

でください。 
 岸辺で波が、サーーッと走っているときは危険なのです。 

 
カメラは ニコマート EL+さくら赤外 

Tags:七里御浜 国道４２号線 モノクロ    y je2luz | 2008-05-14 11:33  

 

 

 

 

2008 年  05 月  15 日  

熊野の旅 七里御浜の釣り 3 外道  

 釣りと言う物は釣堀ででも無い限り、何もつれない『坊主』もあれば、目的外の魚

が釣れる『外道』もあるものです。 
 ことに七里御浜の釣りなどと言うのは、広い海に中にちょこっと回遊している魚を

釣ろうというのですからなおさらです。根付きの魚を狙う磯釣りや防波堤の釣りに比

べ、その傾向が強いようです。 
 坊主には波打ち際にも近づけず、竿を伸ばすことも無く帰らなくてはならない情け

無い物も含まれますね。 
 でも、これがあるから、つれたときの嬉しさがますのかもしれません。 

 
 外道の方は磯釣りでも色んな物があると思います。 
 『そし』の方は、ルアーですし、中型以上の魚しか事実上あんな物を追いかけて食

いつくなんてありません。だから、せいぜい、ハマチを狙って浜に出たけど釣れたの

はサバだった…くらいの話です。 
 シャチだとかイルカが釣れた話は聞きません。 
 一方、浜のつりの一番ポピュラーな『キス釣り』の方は外道が非常に多いです。 
 ほとんどの魚が大好きな『ゴカイ』なんておいしい餌をつけて、比較的小さな針で

沈めるのですから、そこに居る魚は何でも食いついてくるようです。 
 口が小さくて中々飲み込めない『はげ』や『ハリセンボン』などは、突っつきまわ

して餌取りになるようですが、それらでもちょいと大きくなると掛かってきますね。 
 この七里御浜の海岸線をうろついている魚には、その他にもたくさんいるようです。 
 落ち込みも激しいので、色んな深さの所の魚も掛かってくるようです。 
 外道でも、『ひらめ』『あなご』なんてのは良いでしょう。『ベラ』なんてのも、こ

の辺では食べませんが、大阪なんかでは売っているそうですからまだよいでしょう。

食べ方しだいでは食べられる『こち』なんてのも来ますね。 
 こうした外道は釣れ出すとその場所に投げるとどんどん釣れてしまうようです。 
 外道の中で厄介ののは、背中にアンテナを立てた『ごんずい』でしょうね。 
 一見、鯰のような感じで上目遣いににらんでいるやつですね。 



 こいつには毒があるとか… 
 釣れてしまったら、仕掛けごと切り捨てた方がよいとか聞きました。 
 海は広くて得体の知れない物です。訳の分からない物がつれたら、気をつけないと

大変なことになるかもしれませんね。 
 まあ、山のきのこほどのことは無いでしょうけどね。 

 
Tags:七里御浜 熊野市 モノクロ        by je2luz | 2008-05-15 12:05 | 

 

 

 

 

2008 年  05 月  16 日  

熊野の旅 熊野の釣り 防波堤釣り  

 熊野市は中心の木本町の鬼ヶ城を境に、南は砂利浜の七里御浜ですが、来たに向か

っては志摩半島につながるリアス式海岸になります。 
 外海に面した砂利浜なの七里御浜の南の端。熊野川河口の『鵜殿港』から、北の端、

鬼ヶ城東口の『木本港』までの間には港はありません。 

 
 海釣りの一つに、防波堤からの釣りがありますが、この地方では『木本港』から北

に向かっては『松崎港』『大泊（磯崎）港』『新鹿港』『遊木港』『二木島港』『甫母港』

と、小さい漁港が入り江ごとにあり防波堤があります。 
 防波堤のあるところでは、「あじ」や「サバ子」などの釣りが出来ます。どういう

訳か、この連中は防波堤の周りに集まってきますね。 
 日本では人間が防波堤を作り出してせいぜい１００年ほどの物でしょう。その前は

どこにたむろしていたのでしょうね。 
 入り江ごとに港があり、小さな川も流れ込んでいるので、魚にとっては住みよい所

なのかもしれません。 



 防波堤釣りのそうした小魚の「さびき釣り」の他にも、松崎や新鹿の防波堤では、

目の前の砂浜部位分に向かって投げる『キス釣り』もありますね。 
 それに、防波堤釣りでは大物になる『ボラ釣り』もやっていますね。 
 湾が小さいので絶対数は大阪湾とか東京湾のような数は居ないのでしょうが、釣り

人の数も少ないですから、よほどのことが無い限り、隣の人とお祭をすることも無く

楽しめるでしょう。 

 
 松崎や新鹿などでも、底は完全な砂浜では無いので、たまに根掛りします。 
 水中眼鏡をかけて覗くと糸、仕掛け、果ては竿の先まで大きな団子になって沈んで

います。 
 これは磯でも起きている現象で、プロの漁業の邪魔になり、毎年公金の補助を入れ

てダイバーによる除去作業をしているのです。 
 釣り人と言うものはこうした目に見えないところでも、地元に迷惑を掛けているの

です。 
 渡しの渡船も使わないつりと言うものは、観光にも何にもならないのですが、何を

錯覚してか『観光事業』に数えますね。 
 おしっこを持って帰れとは言いませんが、せめて、ゴミくらいは全部持って帰って

ください。それと、危ないことはしないでください。遭難されると地元の漁船が事実

上勤労奉仕で出動しなくてはなりませんし、近年は海上保安庁の巡視艇やヘリが出動

してくれますが、千万にものぼる税金の垂れ流しなのです。 
 釣り人には『税金が高い』などと言う資格が無いくらいなのです。 

 



 まあ、イセエビやアワビなどを除いて漁業権の設定は無いですから、こうしたこと

をわきまえた上で、よその市町村の釣り場にも出かけ、できるだけ出先のお店で買い

物をしてお金を落としてください。 

 
Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ         by je2luz | 2008-05-16 11:56 | 

 

 

 

 

2008 年  05 月  17 日  

熊野の旅 熊野の釣り 磯釣り  

 釣りについて書くとすればこの分野も書かないわけには行かないと思います。 
 私はこの分野の釣りはやったことがありません。 
 磯で遊んだというのは、小さい頃の遠足で貝とりをしたくらいですね。 
 このあたりでは、アサリなどを獲る潮干狩りのできる浜が無いので、潮干狩りとは

磯で貝を獲ることでした。 
 そのついでに、あの不気味な『うつぼ』を釣ったことはあります。 
 今の時代でしたら、そんな遊びでも大層な釣り糸や針を用意するのでしょうが、物

の無い時代だったので、誰かが持っていたタコ糸にオレ釘を取り付けて、貝をつぶし

た物を餌に岩穴から顔を覗かせているうつぼの鼻先に持ってゆくというものでした。 
 うまく掛かったやつも、怖いので石で潰してお仕舞いでしたね。 

 
 この辺でも、釣り客用の渡船は木本漁港を始め各港から出ているます。 
 島のほとんど無い海域ですから、船で渡る先も地続きの磯になる場合が多いようで

す。陸路行くと、山道を歩きさらに急な崖を降りなくてはならない場所が多いので、

渡船で渡してもらうようです。 
 この辺は外海ですから、細かい根付きの磯魚はさほど多くは無いようですが、やは

り、回遊魚系は狙えるようですね。 
 木本から見えるたった一つの島、『魔見ヶ島』（魔見丘）でも大きな『ひらまさ』な

どが上がるようです。 
 随分以前には二週連続で巨大ひらまさを吊り上げた学校の先生がいて、それを肴に

『ひらまさパーティ』を開いたこともあります。 
 詳しいことはご自分でお調べいただきたいと思いますが、大物が釣れる事もあるよ

うです。 

 
 余談ですが、この渡船と言うものは、足の速いものが多いのです。 
 この足の速さを生かして、『熊野大花火大会』の『三尺玉海上自爆』などのときの

作業船に動員されます。 
 開く円が大きいだけに、足が速くないと危険なわけです。 
 爆発した瞬間に、船が見えますが、火の玉の中から脱出出来ていない年もあります。 

 



 渡船を使ってくれる人は、ほんの少しですが『観光客』です。 

 
 そうそう、集落から離れた磯では、冬場になると餌を探しに出てくる、冬眠から中

途半端に目覚めた『熊』を見かけることがあるそうです。 
 何しろここは『熊の市』ですから、向こうが主役です。文句を言わないでください。 

 
 カメラは フジ GS645S 
 Tags:熊野市 熊野大花火     by je2luz | 2008-05-17 11:09 

 

 

 

 

2008 年  05 月  18 日  

熊野の旅 世界遺産狂想曲  

 以前に書いたことがありますが、『石見銀山』が悩んでいるようですね。 
 もともと、狭い山間にひっそりと隠れていた遺跡です。そして、地元の人たちが自

力で保存に力を入れてきたところです。 
 なのに…『世界遺産』と言う、金を引っ張る口実になる物に目がくらみ… 
 こんな言い方すると怒る人も要るでしょうが、日本国の世界遺産のほとんどが、腹

の底にあさましい考えがある連中が一生懸命働いて指定を受けようとしたものです。 
 『世界遺産』と言うものが割りと簡単に指定を受けられると分かった頃から、およ

そその指定対象とは関係の無かったお役所なんかも、膨大な隠れ予算を使って、事前

運動に血道をあげます。 

  
 『熊野古道』とか『霊場』などと言うものは、元々、参拝客？観光客？を対称にし

た物です。『蟻の熊野詣』といわれるほど人が歩いても構わないところですね。ただ、



熊野らしさが味わえないだけです。 
 何も無い山道を歩いてもらって、残るのはゴミとおしっこと山火事の危険性が上が

る事くらいです。 
 総延長 200Km を越える広大な紀州・吉野に点在する世界遺産ですから人が歩いて

邪魔だというような代物ではありません。 
 この広大な面積の中に、名前にこそ『世界遺産関連』とか『世界遺産便乗』とは付

いていませんが、おそらく数十億いや百億くらいのわけの分からない税金が垂れ流さ

れているのです。 

 

松本峠 
 今のところ、石見銀山のほうでは、ものすごい取って付けた様な施設は作っていな

いらしく新聞誌上を賑わせませんが、それを作らなければ恩恵にあずかれないグルー

プと役人は虎視眈々と布良っているのでしょうね。 

 
 ところで、私は『石見銀山』まで入って行ったことは無いのですが、『観光』する

雰囲気の所なのでしょうか？ 
 『佐渡の金山』に入ったことがありますが、入ったらでられないような坑道などを

見ると、とても物見遊山気分ではいられませんでしたね。 
 私が行ったのは昭和 38 年だったと思います。まだまだ、大層な観光会館みたいな

物の無い、寂れた感じの相川の町と、廃業同然の住友金属の建物が恐ろしく見えたも

のです。 
 世界の銀の何割もと言うような生産量を誇ったそうですが、近代式の入鹿銅山跡や

炭鉱でさえが暗くて怖い歴史を秘めているのですが、石見銀山の坑道にはそれを感じ

ることは無いのでしょうか？ 
 私からすると。とても観光に行く所では無い様に思えるのですが… 



 そこで働いた人のうち、どれだけが好んでいないのに送り込まれたやら… 

 
Tags:世界遺産 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2008-05-18 12:03 

 

 

 

 

2008 年  05 月  19 日  

熊野の旅 特産 熊野地鳥  

 地鳥と言うと秋田・比内地鶏が有名で、それも、偽装でうんと有名になったもので

す。 
 テレビなんかでは、全国あっちこっちで地鶏が生産され、みんなものすごくおいし

いというレポートが流れます。 
 親子丼なども、ついでに登場して、『半熟卵との絶妙なハーモニー…』などと、ほ

とんど同じようなコメントが付いています。 
 その割りに、鶏肉の消費が増えたとか、親子丼がブームだとか言う話も聞きません。 
 本来、親子丼の活躍するはずの『大衆食堂』『町のそば屋』などは減る一方でしょ

う？ 
 その『地鶏』のなかで、比較的新しい『熊野地鶏』と言うものがあります。 
 そもそもこれが生まれたのは、三重県が東紀州活性化とか言い出した頃です。 
 三重県原産の「八木戸」と言う軍鶏に「伊勢赤どり」を掛け合わせたオスを「名古

屋コーチン」の雌に掛け合わせた物だそうです。 
 種として固定できているのかどうかは知りません。 
 固定していないということは永久に『ヒナ』を高く買い続けると言うことです。 

 
 私の親戚もこれを飼っていました。熊野大花火大会の日には我が家の前の国道で宣

伝販売をしたりしていました。そんな縁があるので、一応口にしたことはあります。 
 私は鶏より豚、豚より牛の方が好きなのであまり鳥料理はしません。せいぜい唐揚

げくらいですから、違いが分かるとはいえません。 

 
 発生からして、お役所主導の地鶏であり、地場産品です。それも三重県と言う市町

村より一ランク上の行政主導ですから、ちょいと力を入れると動く金も大きくなるで

しょう。面子の方もうんと大きなものらしいです。 
 １９９９年に生産開始したそうですから１０年ほどになっていますね。 
 生産はあまり増えていないようです。 
 農家自体がどんどん減っているのですから地鶏を飼えといっても飼える家も限ら

れるでしょう。さらに、老齢化が進んでいますから、７０歳を越える百姓に今更、『鶏

を飼え』といっても無理ですしね。 
 それだけでは中々飯の食えない地鶏を飼うにはよほどしっかりした生活基盤でも

無いとむづかしいでしょう。 
 狭い所に詰め込んで飼ってははいけないのだそうですからね。 



 『地鶏』を名乗るには日本在来種由来の血が 50％以上、８０日以上、平飼い、1
平方メートルあたり１０羽以下の環境で飼育すること…と言う JAS 法の規定をクリ

アーしなくてはならないのですからね。 
 昔の農家のように、自家用の鶏を飼うのならこの基準をクリアーするのは簡単です

が、産業となると… 

 
 そこで、お役所の登場です。 
 熊野市が 100％出資する財団法人『紀和町ふるさと公社』なるものが今年からこの

部門に参入するそうです。 
 入鹿鉱山から少し海に向かった矢の川地区で 6500 平米ほどの敷地も造成し６０

０平米の鶏舎を作ったのだそうです。 
 とりあえず掛かった事業費だけで４６００万円だそうです。もちろん、貧乏さ加減

では全国でも上の方の熊野市がなけなしの金を出したのだそうです。 
 とりあえず９０００羽、将来は３００００羽の飼育を目指すのだそうです。 
 『乞うご期待』…ですね。 
 どう期待するかは個人の好き好きでしょう。 
 建物の償却、宣伝活動費、物産展出品、広報活動費もろもろは別の財布で支払われ

るので民間のように加算しなくて良い仕組みのはずです。 
 正職員は公務員準拠の給与体系で動くはずです。 
 うまく行けば、職場が確保できて結構な話です。この「うまく」もからくり入りで

すが… 

 
 と、言うことですから、熊野の味として是非『熊野地鶏』をご賞味あれ！ 
 今のところ、偽装するほど名前も売れていませんからご安心を・・・ 

 



 この『矢の川小学校の校舎』が再開する日はたとえ『紀和町ふるさと公社』がうま

く行ってもありえませんね。 
 ちょっと寒いギャグでした・・・ 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ       by je2luz | 2008-05-19 11: 

 

 

 

 

2008 年  05 月  20 日  

熊野の旅 特産品 紀和町のきじ  

 昨日、『熊野地鶏』について書いていて、『紀和町の雉』を思い出しました。 
 こちらの方は『熊野地鶏』より古くから飼育されています。 
 昭和５８年（1983）からですから、２５年になります。 
 これも、特産品を作ろうということで旧南牟婁郡紀和町が始めた事業です。紀和町

は『山菜の瓶詰め』とか『みそ』とか、次々と村おこしの産品を作り出しました。 
 役場の職員の一人などは物産展で駆け回り、私は町で見かけてもその人に・・・『お

ーい、味噌屋』と声をかけたりしたものです。 
 山菜も味噌もこの辺ではそこそこファンが出来売れていましたね。 
  もちろん、そうした物は今では『熊野市』の『紀和町ふるさと公社』になってい

るものにつながる第三セクターで運営されていました。 
 地場産品のイベントでは東京、大阪、名古屋、三重県下など結構走り回っていた私

から見て、紀和町は熱心で三セクにしては良くやっていました。 
 この雉（きじ）は日本雉を人工繁殖、人工飼育したものです。 
 もともと、この紀州路は雉の多い地方です。田圃や畑に雉が巣を作るので、刈り入

れ出来ずに丸く刈り残した麦などが昔は良く見られたものです。 
 雉の飼育は、自然界に『放鳥』することも兼ねて飼育していたように思いますが、

この肉を口に出来るのはこれもまた三セクの『瀞流荘』になります。 
 量的にたくさん生産されるものでは無いので、地盤産品として世間に流通するもの

では無いですね。 
 これも私は一度しか口にしたことが無いです。 
 『めずらしい』と言うことが一番のとりえの『グルメ』でしょう。 

 
 新・熊野市は紀和町を抱き込んだので、熊野市の地場産品が増えたことになります。 
 旧・紀和町の三セクはそのまま残っていますが、紀和町がなくなったので出資者は

熊野市という事になっています。 
 全国に掃いて捨てるほどある『地場産品』…『一村一品運動』とか『村おこし・町

おこし運動』とか『地域振興』と言う名で何十年も続けられている施策の残骸でしょ

うか。 
 どれも中々続かない物です。 

 
 軌道に乗るというより、うまく出来るようになるのにも時間が掛かります。売れる



ようになる前にやっている人たちが年をとります。 
 それに、売るほどたくさん作れる物も少ない物です。 
 採算を度外視した三セク以外ではしんどいのが現状でしょうね。 
 林業と言う生活基盤を失った山間部の住民にとっては、『小遣い稼ぎ』の地場産品

では飯が食えないのです。 
 かくして、テレビなどでも『うまく行っている』といわれる『村おこし』のある地

域でも過疎は容赦なく進行して行きます。 
 『丸山千枚田』『入鹿鉱山跡とトロッコ電車』『瀞流荘』『湯の口温泉』『雉料理』『山

菜料理』…観光資源とかには事欠かない旧紀和町も限界集落化しつつあるのです。 
 その割りに、頑張ったので見かけはひなびた田舎に見えないところもあります。 
 でも、やっぱり、山の中の田舎です。 

 

Tags:熊野の味 紀和町 モノクロ     by je2luz | 2008-05-20 11:42 

 


